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[全労連]第 ■ 回

Fいのちと健康を守る」学習交流会
10/22～ 23熱 海 「静観荘」で開催

6/4～ 5地 震のため延期しました全労

連の第 1回 『いのちと健康を守る』学習

交流会は、あらためて10/22～ 23に熱海

『静観荘』で開催されることになりまし

た。

集会の目的は、

① ME化 、 「合理化」の進行のもとで

の職場の労働強化や健康破壊の実態、

労働災者、職業病等の実態と、安全衛

生に対する取 り組みを交流するととも

に、労働組合として 「いのちと健康を

守る」活動の重要性を意志統
一する。

② 過 労死 ・労災 と職業病の被災者 ・家

族の認定闘争や補償のたたかいを交流

し教訓を明らかにする。

③ 「過労死 ・労災 ・職業病」に関する

法律 ・通達や行政の実態等を学習し、

活動家の養成を図る。

④ 全 労連第 9回 定期大会付属議案の

「いのちと健康を守る活動方針」の

徹底と具体化を図る。      /

/集 会の実施要項

①名称… 「全労連第1回 『いのちと健康

を守る』学習交流会

②規模… 200名

③日時… 10/22(金)pml:00開会

10/23(土)pm3:00閉会

④場所… 熱 海 「静観荘」

TEL 0557-81-5101

⑤参加費…14.000円(1泊 3食 )

⑥協賛団体…純中立労組懇、労働総研、

全日本民医連、全国労災職業病

実行委員会、じん肺弁護団、

日本国民救援会。

⑦内容

《第 1日》pml:00～8:00

講演 「労働者の労働実態と健康状態」

広瀬 俊雄医師

(宮城県錦町診療所 ・検診センタT所長)

分科会

(第1分科会)

「健康と安全が脅かされる職場実態」

(第2分科会)

湛 轡塚喬会夕
生委員会の確立 ・活動」

「在職死亡と過労死問題」

(第4分 科会)

「労災職業病の認定補償 ・職場復帰」

《第2日 》alR9:00～pm3:00

(分科会)(全 体集会)(報 告まとめ)

参加方法

単産 ・県労連を通じて参加
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第 4回  い の ち と 健 康 を
と
手 る 孝

恒例のいのちと健康を守る運動の専門家 。相談員の養成を

めざす学校です。労働組合 ・民主団体の取り組みとして参加者

の御推奨をお願いします。

国時…………… 10月 23日 (土)午 後2時 開講

10月 24国 (日)12時 30分 終了

会場…………… 「犬山館」 (名鉄犬山線 「犬山遊園」駅下車、徒歩 5分 )

参加費………… 5000円 (資料代等)当 日受付でお受けします。

宿泊費…………10000円 (1泊 2食 )当 日受付でお受けします。

定員……………………70名

申込み………… 10月 16日 (土)ま でに氏た と所属団体名をFAX・T比 で

事務局まで御連絡ください。 (FAX・T比 052-322-0408)

日程と時間は次のとおりです。

(第 1日 )10月 23日 (土)

午後 2時 ～ 6時 30分

1.講 義 「人間らしく生き働くための労働者の権利」

講師  西 谷 敏  (大 阪市立大学法学部教授)

2.講 義 「『改正』労働基準法の問題点と今後の課題」

講師  佐 久問 信 司 (名古屋第
一法律事務所 ・弁護士)

夕食後に、交流会をもちます。

(第2日 )10月 24日 (日)

午前 9時～ 10時 50分

午前 11時 ～ 12時 30分

3.講 話 「いのちと健康を守る運動の発展のために」

山田 信 也  (名 古屋大学医学部教授)

4.修 了証援与 ・閉会挨拶

※ 加 盟団体の労働組合 ・民主団体は、 「第 3回 総会」にはぜひ代表または、安全衛生

担当者の参加をお願いいたします。

ご意見 ・提案等ありましたら文書 (100枚)で 事務局にお届けください。

なお、非加盟団体の協力組合 ・民主団体からの参加も歓迎いたしますのでお申し出

ください。
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= 10月 1国～7日 労働衛生週間 貫働衛,】 間 |

《スローガン》 雰垂矢口却 発謹章肇封露誌峯当

陣きいき健康仕事にゆとり抑いっ曲ヽ 元気な職場|』

平 成 5年 度  全 国 労 働 衛 生 週 PHD実 施 要 項

, 起
塁  旨

全国労働衛生週間は、昭和25年に第 1回が実施されて以来、本年で第44回を迎え

ることとなった。

この間、全国労働衛生週間は、国民の労働衛生に関する意識を高揚させ、さらに

事業場における自主的労働衛生管理活動を通じた労働者の健康確保と快適な職場

環境の形成に大きな役割を果たしてきたところである。 =三 中略==

本年度は、第8次 の労働災害防止計画の初年度であり、重篤な職業性疾病の大幅

な減少を期するという計画の目標を達成していくためにも、決意を新たに一
層の

職業性疾病の予防等に努めることが要請されている。

このような情勢を踏まえ本年度は、健康はなにものにも替えがたいという意識の

もと、労働者の心身両面にわたる総合的な健康づくりを明るく快道な職場環境の中

で推進し、ゆとりある職業生活を送ることをめざし、

「いきいき健康 仕 事にゆとり 笑 いいつばい 元 気な職場 !」

をスローガンとして全国労働衛生週間を展開し、事業場におけるに労働衛生意識の

高揚を図るとともに、自主的労働衛生管理活動の一層の促進を図ることとする。

事 業 場 の 実 施 事 項

(1)準 備期間中に実施する事項

イ.労 働衛生管理体制の確立とその効果的な活動の促進

口,作 業環境管理に関すること

ハ.作 業管理に関すること

二,健 康管理に関すること

ホ.粉 塵障害防止対策推進

へ.化 学物質の管理

卜,労 働衛生教育に関すること

チ.快 適職場指針に基づく快適な職場環境の形成の促進

り.高 年令労働者に配慮した作業環境、作業方法の改善

つ
０



ヌ.労 働時間等労働条件の改善促進

ル。その他

① ポ スター ・スローガン等の掲示

(訂正)NO,48で 「天理大学 ・近藤雄二

氏の議演」のつづきを的,49に 掲載する

としていましたが、紙面の都合でЮ.50

に変更しますp

② 労 働衛生提案制度等の活用及びその実践

③ 清 潔保持のための洗身、手洗い等の設備の整備 ・充実
車     ④  寄 宿舎、食堂等の点検・整備及び清潔の保持

⑤ 労 働衛生標識等の整備

③ 工場の緑化美化運動の推進

⑦ 家 庭における健康に関する知識の普及

③ エ イズに関する正しい知識の普及

(2)本 週間中に実施する事項

社   と1蜜里留受倭懇暑髪堡啓室舎墨喜た塗冒議騒蓬霜
の掲示

ゥ   ハ .労 働衛生に関する展示会、講習会、研究会、討論会、見学会等の開催

旨  二
・

編 纂 緊

敷 ｀嫌 矩 庫 は 箱 揮 ｀細 暖 害を使 した期

景種骨骨雪楊暑]骨曾暑轡暑者を最景暑雪景魯縄『示
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愛知労働衛生大会
愛知鵬麟推進大会

とき 平 成 5年  10月 5日 (火)

9:50～ 16:30

ところ 名 古屋市公会堂大ホール

内 容

1部  表 彰式  3部  シ ンポジウム

2部  基 調講演 4部  特 別講演

展示会 (4Fホ ール)

参加費 4.000円 (資料弁当代)

定 員 1.300名

申込み 9/25ま でに地区労働基準協会

へ参加費を添えて申込みください。

[ 日 本医学会 ]
「市民向け企画」アンケー ト

愛知健康センターに協力要請
600枚 配布、10/31ま でに回収

平成 7年 4月 、名古屋で第24回の医学

会総会が開催されます。

4年 に 1回 開催される医学関係者の最

大規模の学会です。ここでは、新し′い医

学の進歩や保健 。医療の課題が語られま

す。医学と医療について市民の皆さんと

交流し、対話ができるように 「市民向け

の企画」を準備しています。

この企画に、市民の皆さんのご意見や

希望を反映させようと、アンケー トをつ

くりました。健康センターに参加の皆さ

んの御協力をお願いいたします。


